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■環境経営方針 
  

 

アマドック株式会社は、創業以来 100 年にわたり、各種プラント、配管の製造と供給を行い、お客様の要望にあわせた確かな製品を

提供して参りました。 

           

 

“ 一 隅 を 照 ら す ” 

 

 当社は、“隠さない、嘘つかない、逃げない” を社内三法とし、社員ひとり一人が地球環境保全が人類共通の課題のひとつであるこ

とを認識し、“一隅から千里を照らす”ように、いつもその先を照らす技術革新を続け、『アマドック』の力を「環境、安全、健康」のために

生かして行きます。           

 私たちは企業理念に、そんな決意を込めました。環境にやさしい、持続可能な企業活動を行うために、環境汚染の継続的な予防を

目指し、以下の項目について全社一丸となって取り組みます。 

           

 

１． 環境経営マネジメントシステムを構築し、環境目標を設定して、環境負荷の削減を図る。   

 

２．当社は、EA21 活動として、次の事項を積極的に推進する。   

（１）製造を行うに当っては、省エネ・省資源を推進し、コストダウン及び地球温暖化防止を行う  

（２）廃棄物の発生を抑制し、発生した廃棄物の再資源化を行う     

（３）生産過程で使用する工作油や水等の適切な管理と削減を図る      

（４）プラントの製造に必要な技術力向上、人材育成計画を立案し、実行する    

         

３．環境に関する法規制（条例を含む）及び当社が同意するその他の要求事項を順守する。   

 

４．この環境経営方針は従業員に徹底すると共に、環境経営活動レポートの公開等必要な情報開示に努める。 

 

 

 

制定 2008 年 8 月 6 日 

改定 2019 年 6 月 1 日 

アマドック株式会社 

代表取締役社⾧ 児玉 祐之輔 
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■当社の事業概要 
● 事業者名及び代表者氏名 

事業者名 : アマドック株式会社 

代表者名 : 代表取締役  児玉 祐之輔 

所在地  : 〒136-0073  東京都江東区北砂 1-11-12 

 

● 環境管理責任者＆連絡者氏名 

管理者氏名: 東京事業所  菊池 隆造 ･ 千葉事業所  田中 弘一 

連絡者氏名: 本社総務部  春原 幸子(EA21 事務局)  

TEL/FAX : 03-3647-0561 ／03-3647-0688 

e-mail  :  tokyo-info@amadok.jp 

 

● 関連事業所＆規模 

本社・東京事業所 :〒136-0073 東京都江東区北砂 1-11-12 

千葉事業所 :〒297-0215  千葉県⾧生郡⾧柄町鴇谷 1646-1 

 本社＆東京事業所 千葉事業所 全社 

正社員(人) 9 18 27 

延床面積 
工場(㎡) 535 887 1422 

事務所(㎡) 152 161 313 

全敷地面積(㎡) 3513.01 6835 10348.01 

 

● 事業内容           

    東京事業所:上下水道、ゴミ処理、土木建設用製缶品圧力容器並びに機械装置の製造  

    千葉事業所:大規模建物用消火設備・空調設備用プレハブ配管の製造 

 

● 工事資格           

  ＊クレーン製造許可・・・・・・・・・・・・東京労働基準局   第 111 号 

  ＊ゴンドラ製造許可・・・・・・・・・・・・東京労働基準局   第 13 号 

  ＊第１種圧力容器製造許可・・・・東京労働基準局   第 276 号 

  ＊建設業の許可・・・・・・・・・・・・・・東京都知事許可 (般-2) 第 18305 号 

                                          機械器具設置、鋼構造物、水道施設及び管工事業    
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■会社沿革 
 

１９１３年 東京江東区深川扇橋にて、個人経営として製缶・機械加工を始める 

１９３３年 株式会社に改組 

１９８１年 社⾧が３代目として代表取締役に就任 

１９８９年 本社・事務所 社屋新設 

１９９１年 社名変更（逆転の発想）    ㈱児玉鉄工所から現社名へ 

千葉事業所開設 

２００９年 エコアクション 21   認証取得 

２０１３年 本社・東京事業所 創業 100 周年 設立 80 周年 

２０１６年 千葉事業所 設立 25 周年 

三代目代表取締役 児玉靖二郎 が代表取締役会⾧に就任 

児玉祐之輔 が四代目代表取締役社⾧に就任 

２０１８年   本社･事務所 新社屋落成 

    

 

■ＥＡ２１活動組織図 
 

 

 

 

 

 

 

 

■役割 
 

〇 社⾧は 最高経営者として、環境経営方針を定め、マネジメントレビュー、エコアクション 21 と取組に必要な人員、設備、 

費用を準備する。又、環境管理責任者を任命し、課題とチャンスを明確にする。 

〇  環境管理責任者は 社⾧に代わりエコアクション 21 システムの構築、運用に関する責任と権限を有する。 

〇 事業所別に 2 部門に分けて、それぞれ環境目標を設定し活動する。 

〇 事務局は ＥＡ21 関係書類の整備を行う。 

  

社⾧ 環境管理責任者

（統括部⾧）

EA21 事務局 

（総務部） 

本社・東京事業所 

（東京・製缶課 課⾧） 

千葉事業所 

（千葉・配管製造課 課⾧） 
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1. 中期環境目標                  
東京事業所・千葉事業所および合計 

*基準値は 2016～2018 年度月ごと平均実績値を使用する 

*電力の調整後排出係数は 東京電力エナジーパートナー㈱（0.455kg－CO2/kWh）2018 年資料による 

**前回の更新審査の指摘事項を受け、「化学物質の削減」を目標に入れた 

実施項目 事業所 基準値 
目標 目標 目標 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 

二
酸
化
炭
素 

電気使用量の

削減 

削減率 kWh 1% 2% 3% 

東京事業所 31,401 31,087 30,773 30,459 

千葉事業所 66,493 65,828 65,163 64,498 

合計 97,893 96,914 95,935 94,957 

ガソリン使用量の

削減 

 削減率 L 1% 2% 3% 

東京事業所 3,322 3,288 3,255 3,222 

千葉事業所 132 130 128 127 

合計 3,453 3,419 3,384 3,349 

灯油使用量の

削減 

 削減率 L 1% 2% 3% 

東京事業所 227 225 222 220 

千葉事業所 404 400 396 392 

合計 632 625 619 612 

ＬＰＧ使用量

の削減 

 削減率 kg 1% 2% 3% 

東京事業所 33 33 32 32 

千葉事業所 52 51 50 50 

合計 85 84 83 82 

都市ガス使用料

の削減 

 削減率 N ㎥ 設備なし   

東京事業所 使用がない - - - 

千葉事業所 使用がない - - - 

合計 - - - - 

シールドガス

（CO2 ガス） 

現状維持 

 削減率 Kg 1% 2% 3% 

東京事業所 320 316 313 310 

千葉事業所 使用がない 0 0 0 

合計 320 316 313 310 

軽油使用量の

削減 

 削減率 L 1% 2% 3% 

東京事業所 使用がない 0 0 0 

千葉事業所 944 934 925 915 

合計 944 934 925 915 

 温室効果ガス 

削減 

 削減率 Kg－CO2 1% 2% 3% 

東京事業所 22,512 22,287 22,062 21,837 

千葉事業所 33,312  32,979 32,646 32,313 

合計 55,825  55,266 54,708 54,150 
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実施項目 事業所 基準値 
目標 目標 目標 

2020 年度 2021 年度 2022 年度 

個
別
目
標 

水使用量の 

削減 

 削減率 ㎥ 1% 2% 3% 

東京事業所 117 116 114 113 

千葉事業所 184 182 180 178 

合計 301 298 295 291 

産業廃棄物の

削減 

 削減率 Kg 1% 2% 3% 

東京事業所 0 0 0 0 

千葉事業所 1,542 1,527 1,511 1,496 

合計 1,542 1,527 1,511 1,496 

一般廃棄物の

削減 

 削減率 Kg 1% 2% 3% 

東京事業所 71 70 69 69 

千葉事業所 777 769 761 753 

合計 848 839 831 822 

アセチレン使用

量現状維持 

 削減率 Kg 1% 2% 3% 

東京事業所 使用がない 0 0 0 

千葉事業所 使用がない 0 0 0 

合計 使用がない 0 0 0 

切削油使用量

の削減 

 削減率 L 1% 2% 3% 

東京事業所 使用がない 0 0 0 

千葉事業所 633 627 620 614 

合計 633 627 620 614 

化学物質の 

削減 ** 

(PRTR 物質) 

 削減率 Kg ― 維持 維持 

東京事業所 ― ― 10.0 10.0 

千葉事業所 ― ― 90.0 90.0 

合計 ― ― 100.0 100.0 
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＜参考資料＞2023 年度以降の中期環境目標                  

東京事業所・千葉事業所および合計 

*1 基準値は 2019～2021 年度月ごと平均実績値を使用して作成  

*2 ただし、仕事の変化等により使用量が変わったものについては、2022 年度の実績を考慮して、新たに目標を設定 

*3 電力の調整後排出係数は 東京電力エナジーパートナー㈱（0.452kg－CO2/kWh）2021 年を使用する 

*4 前回の更新審査の指摘事項を受け、化学物質の削減を目標に入れる 

実施項目 事業所 基準値 
目標 目標 目標 

2023 年度 2024 年度 2025 年度 

二
酸
化
炭
素 

電気使用量の

削減  

削減率 kWh 1% 2% 3% 

東京事業所 31,664 31,348 31,031 30,714 

千葉事業所 58,256 57,673 57,091 56,508 

合計 89,920 89,021 88,122 87,222 

ガソリン使用量の

削減 *2  

 削減率 L 1% 2% 3% 

東京事業所 720.0 712.8 705.6 698.4 

千葉事業所 344.1 340.7 337.3 333.8 

合計 1,064.1 1,053.5 1,042.9 1,032.2 

灯油使用量の

削減 *2  

 削減率 L 1% 2% 3% 

東京事業所 520.0 514.8 509.6 504.4 

千葉事業所 600.0 594.0 588.0 582.0 

合計 1120.0 1108.8 1097.6 1086.4 

ＬＰＧ使用量

の削減 *2  

 削減率 kg 1% 2% 3% 

東京事業所 200.0 198.0 196.0 194.0 

千葉事業所 40.9 40.5 40.1 39.7 

合計 240.9 238.5 236.1 233.7 

都市ガス使用料

の削減  

 削減率 N ㎥ 設備なし   

東京事業所 使用がない - - - 

千葉事業所 使用がない - - - 

合計 - - - - 

シールドガス

（CO2 ガス） 

現状維持  

 削減率 Kg 1% 2% 3% 

東京事業所 283.3 280.5 277.7 274.8 

千葉事業所 使用がない 0.0 0.0 0.0 

合計 283.3 280.5 277.7 274.8 

軽油使用量の

削減 *2  

 削減率 L 1% 2% 3% 

東京事業所 1080.0 1069.2 1058.4 1047.6 

千葉事業所 429.0 424.7 420.4 416.1 

合計 1509.0 1493.9 1478.8 1463.7 

 温室効果ガス 

削減  

 削減率 Kg－CO2 1% 2% 3% 

東京事業所 20,552 20,346 20,140 19,935 

千葉事業所 26,345 26,081 25,818 25,554 

合計 46,896 46,427 45,958 45,489 
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実施項目 事業所 基準値 
目標 目標 目標 

2023 年度 2024 年度 2025 年度 

個
別
目
標 

水使用量の 

削減  

 削減率 ㎥ 1% 2% 3% 

東京事業所 111.8 110.7 109.6 108.5 

千葉事業所 187.7 185.8 183.9 182.0 

合計 299.5 296.5 293.5 290.5 

産業廃棄物の

削減  

 削減率 Kg 1% 2% 3% 

東京事業所 0 0 0 0 

千葉事業所 947 937 928 918 

合計 947 937 928 918 

一般廃棄物の

削減 
 

 削減率 Kg    

東京事業所 192 190 188 186 

千葉事業所 288 286 284 282 

合計 480 476 472 468 

化学物質の 

削減 *4 

(PRTR 物質)  

 削減率 Kg    

東京事業所 10.0 9.0 8.0 7.0 

千葉事業所 90.0 85.0 80.0 75.0 

合計 100.0 94.0 88.0 82.0 

切削油使用量

の削減  

 削減率 L 1% 2% 3% 

東京事業所 使用がない - - - 

千葉事業所 533.3 528.0 522.7 517.3 

合計 533.3 528.0 522.7 517.3 
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2. 主要な環境活動計画の内容 
   環境目標を達成するため、以下に示す環境活動計画に基づき環境活動を実践する。 

 

環境目標 環境活動計画の内容 担当 

電力使用量(事務所)の削減 

1.不要なところは電気を消す 

事務所 

2.クールビズ・ウォームビズをして 冷暖防の温度を抑える 

3.設定温度を 冷房２６℃、暖房２２℃ とする 

4.空調機のフィルターの掃除を定期的に行う 

5.夏は光を遮断し冷房効率を上げる 

電力使用量(工場)の削減 

1.工場で効率的な作業（特に溶接時）を心掛ける 

工 場 

2.鋼材の手配を曲げ構造にする(溶接作業の削減) 

3.作業ミスによる手戻り作業の防止 

4.機械、設備の電源をこまめに切る(特に、溶接機) 

5.照明は トイレ:使用時のみ 昼休み:消灯する 

ガソリン使用量の 削減 

1.アイドリング・ストップ 

事務所 

工 場 

2.エコドライブの実践を行う 

3.積荷は纏めて搬送するように 日程を調整する 

4.営業は公共交通機関を利用する 

5.運送会社へ依頼する 

灯油使用量の削減 

1.ストーブ:不在時の消火徹底 
事務所 

工 場 
2.ストーブに廃木材の使用をする(千葉事業所のみ) 

3.省エネ「ストーブ」の購入 

LPG 使用量の削減 

1.鋼材の切板･型切･曲げなどの手配(切断･歪直の削減 
事務所 

工 場 
2.水のままの手洗いに努力する  

3.ＬＰＧ－漏れ防止:ホース･バルブ･配管の点検 

シールドガス（CO２ガス）使用

量の削減 
1.漏れなどがないように点検、注意する 工場 

軽油使用量の 削減 1.適切な車輌整備の実施 工場 

温室効果ガスの削減 1.上記（電気から軽油まで）の計画達成の努力をする 
事務所 

工 場 

水使用量（総排水量）の削減 

1.蛇口をこまめに開閉する 

事務所 

工 場 

2.蛇口の水量は、適正に保つ 

3.工場冷房霧水量の細やかな調整 

4.トイレ流しの節水 

産業廃棄物排出抑制 

1.再利用できる物は徹底して廃棄物にしない。 

工場 
2.金属くずは木目細やかな分別整理によるリサイクル 
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環境目標 環境活動計画の内容 担当 

一般廃棄物排出抑制 

1.分別ボックスの適正配置による分別徹底を図る 

事務所 

工場 

2.裏面コピーにより紙使用量を削減する 

3.使いきり商品を避け、詰め替え可能な商品を購入する 

4.使い捨て製品(紙コップ、容器等)の使用抑制 

5.社員への分別教育の徹底 

6.鋼材の切板手配など歩留をよくする 

アセチレン使用量現状維持 1.現状維持をする 工場 

切削油使用料の削減 
1.再使用の努力をする(千葉事業所のみ) 

工場 
2.製品に油が付着しない努力をする(千葉事業所のみ) 

化学物質の削減 
1. できるだけ気を付けて少量使用 

工場 
2. PRTR 含有量の少ないものを探す 
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●活動実績まとめ（全社合計） 

2022 年 1 月～2022 年 12 月 12 ヶ月間の全社合計の活動実績を下記の通りまとめた。 

負荷項目 目標値 実績値 達成率 活動評価 

電力(kWh)  94,957 80,907 117% 

・東京事業所:工場は、照明を節約、電源をまめに切

るなどの努力により、電力使用量を削減

している。一方、事務所では、コロナ予

防のための換気・通気により、窓を開け

ながらの冷・暖房使用および加湿器の

使用は変わっていないが、足元ヒーター

などの使用を控え、使用量が減った。 

・千葉事業所:エアコンの使用は適温に注意し、目標

達成した。 

 

全体で達成 

ガソリン(L)  3,349.0 1,124.1 298% 

・東京事業所:トラックが故障し、軽油使用のトラックに

買い替えたため、使用量減少。 

・千葉事業所:本社への移動を電車等の公共交通

機関を使用するように変えた。荷物は業

者に依頼し減量に努めた。 

全体で大きく達成 

灯油(L) 612.0 840.7 73% 

・東京事業所:昨年よりも削減しているが、目標は未

達成となった。 

・千葉事業所:工場内の薪ストーブがひとつ壊れたた

め、灯油使用量が増えた。 

全体で未達成 →（是正）薪ストーブ修理予定 

LPG (kg) 82.0 35.8 229% 
・東京事業所: 在庫使用 

・千葉事業所:手洗いを湯から水に代えて努力した。 

全体で大きく達成 

シールドガス   

(CO2 ガス) 
310 270 115% 

東京事業所:溶接作業が少なかったため昨年より使

用量減少。 

千葉事業所:使用なし 

全体で達成 

軽油 (L) 915.0 661.2 138% 

東京事業所:昨年まで使用がなかったが、軽油使用

のトラックに買い替えたため、今後は使用する 

千葉事業所:前回同様達成 

全体で達成       

温室効果ガス 

合計 (kg-CO2) 
54,150 43,599 124% 全体で達成 

水使用量(ｍ3) 291.0 256.0 114% 

東京事業所:コロナによる手洗い等で使用が増えたり

もしたが、節水を心掛け目標達成 

千葉事業所:節水を心掛け、達成 

全体で達成 
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産業廃棄物(kg) 1,496 780 192% 

東京事業所:達成 

千葉事業所:廃棄物の分別処理をはじめ、産廃の削

減に努め、達成 

全体で達成 

一般廃棄物(kg) 822 480 171% 

東京事業所:徹底した分別でゴミの削減をしている。

重さの計算方法を変更したため、目標は未達成。 

千葉事業所:分別に努め達成 

全体で達成 

アセチレン(kg) 0.0 0.5 － 

東京事業所:昨年までは在庫使用で購入がなかった

が、今年は補充した。鉄の切断のために使用。 

千葉事業所:使用なし 

未達成 

切削油 614 400 154% 
東京事業所:なし 

千葉事業所:目標達成 

全体で達成 

化学物質 100.00 93.62 107％ 
東京事業所:目標達成（8.4kg） 

千葉事業所:目標達成（85.2kg） 

全体で達成 
 

 

○電力の調整後排出係数は 東京電力エナジーパートナー㈱（0.455kg－CO2/kWh）2018 年資料による 
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●事業所別実績比較 

2022 年 1 月～2022 年 12 月 12 ヶ月間の事業所別の活動実績は下記の通りである。 

 

負荷項目 単位 
本社＆東京事業所 千葉事業所 全社合計 

目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 

購入電力 kWh 30,459 29,040 105% 64,498 51,867 124% 94,957 80,907 117% 

ガソリン L 3,222.0 1,038.7 310% 127.0 85.4 149% 3,349.0 1,124.1 298% 

灯油 L 220.0 240.0 92% 392.0 600.7 65% 612.0 840.7 73% 

LPG ガス kg 32.0 0.0 0% 50.0 35.8 140% 82.0 35.8 229% 

シールドガス kg  310 270 115% 0 0 ― 310 270 115% 

軽油 L 0.0 261.2 ― 915.0 400.0 229% 915.0 661.2 138% 

温室効果ガス 
Kg-

CO2 
21,837 17,166 127% 32,313 26,433 122% 54,150 43,599 124% 

水使用量 ｍ３ 113.0 107.0 106% 178.0 149.0 119% 291.0 256.0 114% 

産業廃棄物 kg 0 0 ― 1,496 780 192% 1,496 780 192% 

一般廃棄物 kg 69 192 36% 753 288 261% 822 480 171% 

アセチレン kg 0.0 0.5 ― 0.0 0.0 ― 0.0 0.5 ― 

切削油 L 0 0 ― 614 400 154% 614 400 154% 

化学物質 
(PRTR 物質) 

kg 10.00 8.39 119％ 90.00 85.23 106％ 100.00 93.62 107％ 
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3. 環境関連法規への違反、訴訟等の有無 
 

〇 環境関連法規の違反は無かった 

〇 関係当局よりの違反の指摘及び訴訟に関しても、過去３年間無かった 

 

 

  

〇印:遵守確認(2022 年 12 月 25 日) 

環境関連法規 東京事業所 千葉事業所 

1）廃棄物処理法 ○ ○ 

2）浄化槽法 ― ○ 

3）消防法 ○ ○ 

4）フロン排出抑制法 ○ ○ 

5）自動車 NOx/PM 法 ○ ○ 

6）労働安全衛生法 ○ ○ 

7）都民の健康と安全を確保する環境に関する条例 ○ ― 

8）騒音規制法 ○ ○ 

9）振動規制法 ○ ○ 

10）高圧ガス保安法 ○ ○ 

11）自動車リサイクル法 ○ ○ 

12）家電リサイクル法 ○ ○ 

14）小型家電リサイクル法 ○ ○ 

15）オフロード法 ― ○ 
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 代表者の見直しと次年度の取り組み 

●社⾧マネジメントレビューの記録  2022 年度 

出席者 鏡・田中・菊池 
開催日   2023 年 2 月 3 日 

開催場所 本社会議室 

専務 作成者 

鏡 春原 

取組項目 文書又は記録 概 要 

1. 環境目標の 

達成状況 

2022 年度環境活動計画 

事業所別実績比較 

東京事業所:灯油は目標未達となったが、温室効果ガスの削減目標は

達成。軽油に関しては、今年から軽油使用のトラックを導入

したため、新たに目標を設定する必要がある。また、一般廃

棄物の計算方法を昨年より修正したことで、目標値より値が

高くなっているが、計算修正以前と比べて、ごみを出す頻度

や量に大きな変化はないと考えられる。前回の指摘を受けて

管理した化学物質の削減目標は達成した。さらに削減を目

指す。 

 

千葉事業所:灯油は目標未達だが、温室効果ガスの削減目標は達成。

前回の指摘を受けて管理した化学物質の削減目標は達成

した。さらに削減を目指す。 

 

2. 環境活動計画の 

実施体制および

実施状況 

2022 年度環境活動計画 

実績表 

実施体制:事業所別の各担当者が月次～3 か月毎に数値を確認・評価

した。 

東京事業所:活動計画はよく実践されている。 

千葉事業所:活動計画はよく実践されている。 

両事業所ともに、冬のストーブ使用のための灯油が目標より多く使用されて

いる。特に千葉は薪ストーブの故障により増えた。 

 

3. 環境関連法規の 

順守状況 

環境関連法規順守一覧表 法規は遵守されている 

4. 教育・訓練の 

実施状況 

緊急事態訓練記録表 

教育・訓練計画及び記録 

東京事業所:定期的に研修を開催し、社内の環境経営意識向上に努め

ている。 

千葉事業所:定期的に研修を開催し、社内の意識向上に努めている 

5. 前回の社⾧指示 

事項の是正状況 

2022 年度社⾧ 

マネジメントレビュー記録 

昨年度同様計画を実践した。売り上げは前年に比して少し増加している

が、エネルギー使用量は全体的に減少傾向にあり、非効率的な使用はして

いないと思われる。 

6. 外部からの苦情 

などの受付情報 

EA21 外部コミュニケーション

受付簿 

苦情なし 
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●見直し結果と次年度の取組 

評価項目 評価結果 指示事項 

1. 環境方針 環境方針の『持続可能な企業活動を行う』という意

識が社内で共有されている。 

「一隅を照らす」企業を目指し、努力を継

続すること。環境方針は変更なし。 

2. 環境目標 2022 年度は、工場ストーブの使用やトラックの買い

替えにより、目標達成できない項目があったが、営

業活動上、必要であった。次年度はコロナガイドライ

ンに変化があると考えるので、その点も考慮したい。 

コロナ予防については状況を見つつ、引き

続き継続。そのほかは常に改善できる余

地がないかを検討する。2023 年度の目

標に向け、努力すること。 

環境目標は変更なし。 

3．実施体制 各担当者が定期的に確認し、評価している 確認、評価に加え、結果を全体で共有

し、目標達成に向け改善に努めること。 

実施体制は変更なし。 

4．環境活動計画と実施体制 計画内容を理解し実行した結果である。 計画内容をよく理解し、さらなる工夫と実

行で成果をあげること。 

5. 環境経営システム全般 全般的にシステムは有効に機能している。 現状のままとする。 

6. 社⾧コメント/指示事項 コロナの影響がまだ続いているが、徐々に仕事は動

いている。 

コロナ予防については状況を見つつ、引き

続き継続。今後も、目標を達成できるよう

に常に工夫してください。 
 

 

 

以上 


